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　で，秋のある静かな日が選ばれた。私達は三里の道，小林君が毎日通って行ったその
同じ道を静かにたどった。野には明るい日が照り，秋草が咲き，里川が静かに流れ，角
のうどん屋では，上さんがせっせとうどんを伸してみた。
　石島君は忙しい身であるに拘らず，私にいろいろな事を示して呉れた。土気屋敷にも
行けば，かれの住んでみた家の祉にもつれて行って呉れた。
　で，その足で，熊谷町まで車を飛ばした。例の用水に添った描写は，この時に写生し
たものである。それから萩原君を，町の通りの郵便局に訪ねた。……
　巻頭に入れた地図は，足利で生れ，熊谷，行田，弥勒，羽生，この狭い問にしか概し
てその足跡が到らなかった青年の一生といふことを思はせたいと思って挿んだのであっ
た。
　関東平野の人達の中には，このr田舎教師』を手にしてみるのを其処此処で見かけ
た。乗合馬車の中で女教員らしい女の読んでみるのを見たこともあれば，こんな旅館に
と思はれるやうな帳場に放り出されてあるのぜ見たことがあった。r中田の遊廓に行っ
たなんて，うそださうですよ。小説家なんて，ひどいことを書くもんですね。』かういふ
言葉も私の耳に入った。
　実際，中田の遊廓の一条は，仮構であった。……
　刀根の下流の描写は，一大越から中田までの間の描写は想像でやったので，後に行っ
て見て，ひどく違ってみるのを発見して，惜しいことをしたと思った。矢張，写生でな
ければ駄目だと思った。これに引かへて，発戸河岸の松原あたりは，実際行って見て知
ってみるので，その地方を旅行した人達からよく賞められた。
　刀根川の土手の上の草花の名を並べた一章，これを見ると，いかにも作者は植物通ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aDしいが，これは『日記』に書いてあるまXを引いたのである。……
　以上，現地踏査の模様が具体的に記されている。作品中における現地踏査
を欠いたために実際と相違しているところも明示されているが，このことが
（11）r田山花袋全集　第15巻』　649～655ページ。
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この作品におけるこの地域の描写が全体として的確であることを示すものと
いえよう。
　前田平氏は，r田舎教師』について，これは，「即ち探究，研讃の余に成っ
た，いはゆる調べた作品であって，この系列に属すべきr一兵卒の銃殺』r廃
駅』『源義朝』その他にしても，この点はみな同じである。作者は文献なども
できるだけはこれが調査検討に力をつくしたし，又，いつれも現地について
踏査してみる。従ってr田舎教師』における北武蔵野，r一兵卒の銃殺』にお
ける奥州街道の岩沼町，『廃駅』における北越後の葡萄峠，『源義朝』におけ
る義朝の遁走の路など，作者の紀行文家としてのすぐれた資質も手伝って，
その自然に，それぞれの地方色と気分とを豊かにもたせて，まざまざと印象
　　　　　　　　　　深く描き上げてみる。」と述べ，現地踏査にもとつく地方色と気分を描写し
たものとしている。なお，正宗白鳥は，田山花袋の晩年の長篇，『百夜』『恋
の殿堂』『残雪』を読んでの評論文「田山花袋」において，「花袋氏は，明治
文学史に最も巨大な印象を留めた作家であるに関はらず．大多数の作品を残
した作家であるに関はらず，最後まで小説道の名人にはなれなかった。……
昔，氏は，r要するに私は野暮であった』と告白して，他の笑ひを醸したこと
があったが，氏の作品は終始一貫して野暮つたかった。……芸者の言葉にし
ても，洗練された味ひは含んでみないで，田舎くさくて粗野である。だが，
さういふ芸術的欠点に満ちてみるに関はらず全部が誠実なる人生記録である
ことに於て，他の多くの作家の芸術を圧しているのだ。……田山氏は素質が
乏しかったためか，自己の経験自己の夢想を渾然たる芸術として表現し得な
かったが，誠実と根気と体力とによって，兎に角文字を通じて現はすことを
　　　　　　　得た。」と述べ，さらに，「田山氏は，あの頃の作家仲間では，やはり巨大な
（12）前田晃「田山花国論」（1943年）［r現代日本文学全集9　田山花袋集』1955年　筑多摩
　書房］411～412ページ。
（13）　r現代日本文学全集62　田山花袋集（2）』1985年　筑摩書房　414～415ページ。
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作家であったと，私は今思ってみる。他の誰れ彼れに比べて，氏は凡庸であ
るらしく見えるが，凡庸を押進めて行って，才智を弄しないところに，巨大
な作家の風貌がおのつからあらはれていると云っていN。……藤村・秋聲・
泡鳴・藍花などの諸氏が，皆んな自叙伝風の小説を作り出し，それ等の多く
は，それぞれ一くせある感じがするが，田山氏のは凡庸で，芸術家らしい綾
がない。経験や感想を，べたべた書きつづけたもので，経験さへあったら，
誰れにでも書けさうに思はれる。しかし，これを凡庸と思ふのが，我等が，
自分等の文学標準に捉へられてるるためなので，凡庸丸出しのところに
（7マ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14｝
なまなかの非凡以上の偉大さを認めなければならぬかも知れない。」，と記し
ている。誠実な人生記録であり，自己の経験を誠実と根気と体力によって表
現したものである，総じて写実的である花袋の作品のなかにあって，この
r田舎教師』はその代表的なものなのである。
3　『田舎教師』における北埼玉地方の情景
　それでは，ここで『田舎教師』における北埼玉地方の情景描写をみよう。
ここでは『田舎教師』は『田山花袋全集第2巻』収録のものにより，引用ペ
ージはこの全集のそれである。
　四里の道は長かった。其間に青縞の市の立つ羽生の町があった。田甫にはげんげが
咲きJ豪家の垣からは八重桜が散りみだれた。赤い蹴出を出した田舎の姐さんがをりを
り通った。
羽生からは伸に乗った。…… （313ページ）
これは広く人口に瞼妥しているこの書の冒頭，書出しの箇所である。以
（14）（13）と同一書　418ページ。
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下，随所に自然と風物が描写されている。
　弥勒までは其処からまだ十町ほどある。
　三田ケ谷村と謂っても，一ところに人家が固って居る訳ではなかった。其処に一軒，
彼処に一軒，杉の森の陰に三四軒，野の畠の向うに一軒といふ風で，町から来て見る
と，何だかこれでも村かといふ共同の生活をして居るのかと疑はれた。けれど少し行く
と，人家が両側に並び出して，汚い理髪店，だるまでも居さうな料理屋，子供の集った
駄菓子屋などが眼に留った。ふと見ると平家造の小学校が其の右にあって，門に三田ケ
谷村弥勒尋常高等小学校と書いた古びた札が懸ってみる。……
　学校の門前を悼は通り抜けた。其処に傘屋があった。家中を油紙やしぶ皿や糸や道具
などで散らかして，其中央に五十位の中宿がせっせと，傘を張って居た。家の周囲には
油を布いた傘のまだ乾かないのが幾本となく干しつらねてある。……
　役場は其の街道に沿った一固まりの人家の中にはなかった。人家が尽きると，昔の城
壮でもあったかと崩れるやうな土手と濠とがあって，土手には笹や草が一面に繁り，濠
には汚ない錆びた水が樫や椎の大木の影を帯びて，更に暗い寒い色をして居た。其濠に
沿って曲って一町ほど行った処が役場だと清三は教へられた。……
　垣の隅には椿と珊瑚樹との厚い緑の葉が日を受けて居た。椿には花がまだ二つ三つ葉
がくれに残って見える。
　此辺の名物だといふ赤城おろしも，四月に入ると全く止んで，今は野も緑と黄と赤と
で美しく彩られた。麦の畑を貫いた細い道は，向うに見えるひよう長い榛の並木に通じ
て，其間から役場らしい藁葺屋根が水彩画のやうに見渡される。　（319～321ページ）
　村役場の一夜はさびしかった。……
　近い森や道や畑は名残なく暮れても，遠い山々の頂はまだ明るかった。浅間の煙が刷
毛ではいたやうに夕焼の空に靡いて，その末がぼかしたやうに広く拡がり渡った。蛙の
声が其処にも此処にも聞え出した。
　処々の農家に灯が点って，唄をうたって行く声が何処か遠くで聞える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（323～324ページ）
加須に行く街道と館林に行く街道とが町のはつれで二つに岐れる。それから向うは
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国々した野になって居る。野の処々にはこんもりとした森があって，其間に白壁の土蔵
などが見えて居る。まだ禦を入れぬ田には，げんげが赤い毛蔑を敷いたやうに綺麗に咲
いた。商家の若旦那らしい男が平坦な街道に滑かに自転車を輯らして居た。
　路は野から村に入ったり村から野に出たりした。樫の高い生垣で家を囲んだ豪家もあ
れば，青苔が汚く生えた溝を前にして荒壁の崩れかけた家もあった。鶏の声が処々にの
どかに聞える。……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（357ページ）
　行田町から熊谷町まで二里半，其屋は綺麗な豊富な水で満された用水の縁に沿って駿
つた。一田圃毎に村があり，一村毎に田圃が開けるといふ風で，夏の日には家の前の広
場で麦を打って居る百姓家や，南瓜の見事に熟して居る畑や，豪農の白壁の土蔵などが
続いた。秋の晴れた日には，田圃から村に稲を満載した車が軽って，黄ろく熟した田に
は，頬被りをした田舎娘が，鎌の手を止めて街道を通って行く旅人の群を眺めたe其街
道にはいろいろなものが通る。熊谷行田間の乗合馬車，青縞屋の機廻りの荷車，其頃流
行つた豪家の旦那の自転車，それに律にはさまざまの人が乗って通った。よぼよぼの老
いた車夫が町へ買物に行った田舎の婆さんを二人乗に乗せて重さうに挽いて行くのもあ
れば，黒鴨仕立の立派な値に町の医者らしい髪の紳士が威勢よく乗って駿らせて行くの
もある。田植時分には，雨が粛々と降ってこねかへした。田の泥淳の中に低頭い岸饅頭
笠がいくつとなく並んで見える。好い声でうたふ田植唄も聞える。植ゑ終った田の緑は
美しかった。田の畔，街道の両側の草の上には，をりをり植ゑ残った苗の束なとが捨
てNあった。五月雨晴には白い繭が村の人家の軒下や屋根の上などに干してあるのを常
に見懸けた。
　関東平野の環のやうに饒つた山々の眺め一団眺めの美しいのも，忘れられぬ印象の一
つであった。秋の末，木の葉が何処からともなく街道を転って通る頃から，春の霞の薄
く被衣のやうにかXる二三月の頃までの美しさは特別であった。雪に光る日光の連山，
羊の毛のやうに白く靡く浅間ケ嶽の姻，赤城は近く，榛名は遠く，足利附近の連山の複
雑した襲には夕日が絵のやうに美しく光線を瀕らした。　　　　　（384～385ページ）
　清三の教へる室の窓からは，羽生から大越に通ふ街道が見えた。雨に濡れた汚い布を
四面に垂れた乗合馬車がをりをり園肌を鳴らしてガラガラと通る。田舎娘が赤い蹴出を
出して，メリンスの帯の後姿を見せて番傘をさして通って行く。晴れた日には，番台を
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頭の上に載せて太鼓を叩いて行くあめ屋，夫婦つれで編笠を被って脚絆をつけて歩いて
行くホウカイ節，七色の護膜風船を飛ばして売って歩く翁，時には美しく着飾った近所
の豪家の娘なども通った。県庁の役人が悼を五六台並べて通って行った時には先生も生
徒も皆な授業を余所にして，其威勢の好いのに見惚れて居た。　　　　（409ページ）
　　　　　　　　’　　　　　　　　　t
　羽生，行田，それに群馬県の熊谷というこのあたりの町の様子も，それぞ
れの町の特徴をよくとらえて描かれているように思われる。
　羽生の町は淋しかった。時々番傘や蛇の目無が通るばかり，庇の長く出た広い通りは
森閑として居る。郵便局の前には為替を受取に来た若い女が立って居るし，呉服屋の店
には番頭と小僧とが固まって話をしてみるし，足袋屋の店には青縞と雲斉織とが積重ね
られた中で，職人がせっせと足袋を縫って居た。新式に硝子戸の店を造った唐物屋の前
には，自転車が一箇，半は軒の雨滴に濡れながら置かれてある。
　町の四辻には半鐘台が高く立つた。
　そこから行田道は岐れて居る。煙草屋，うどん屋，医師の大きな玄関，塀の上に養え
てみる形の面白い松，吹井が清い水を噴いて居る豪家の前を向うに出ると，草の生えた
溝があって，白いペンキのはげた門に，羽生分署といふ札がか．Xつて居る。……
　それからまた裏町の人家が続いて，多くはこけら葺の古い貧しい家並である。馬車屋
の前に，乗合馬車が一台あって，もう出ると見えて，客が二三人乗込んで居た。……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（334ページ）
　剖葦は頻りに鳴いた。梅雨の中にも，時々晴れた日があって，鮮かな碧の空が鼠色の
雪の中から見えることもある。……芭蕉の広葉は風に額へて，山門の壁の処には蜥蜴が
日に光ってちょうちょろして居る。前の棟割長屋では，垣から垣へ物干竿をつらねて，
汚い櫨襖をならべ干した。栗の花は多く地に落ちて、泥に塗れて，汚く人に踏まれて居
る。蚊はもう夕暮には軒に音を立てるほど集って来て，夜は蚊遣火の姻が家々から靡い
た。……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（405ページ　羽生）
　夕飯を食ってから，湯に出かけたが，帰りに再び郁治を訪ねて，明かな夕暮の野を散
歩した。
　城肚は鳥渡見てはそれと思へぬ位昔の形を失って居た。牛乳屋の小さい牧場には牛が
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五六頭モウモウと声を立て工暗いて居て，それに接した青縞機業会社の細長い建物から
は，機を織る音に交って女工の唄ふ声がはっきり聞える。夕日は昔大手の門のあったと
いふあたりから年々田に埋立てられて，里川のやうに細くなった沼に画のやうに明かに
照り渡った。新に芽を出した芦荻や茅や蒲や，それに錆びた水が一杯に満ちて，或処は
暗く或処は明るかった。沼に架った板橋を渡ると，細い田圃路がうねうねと野に通じ
て，車を曳いて来る百姓の顔は夕日に赤く彩られて見えた。
　麦畑と桑畑，その間を縫ふやうにして二人は歩いた。……路はいっか土族屋敷のあた
りに出た。
　家はところどころにあった。今日まで踏留って居る士族は少なかった。昔は家から家
へと続いたものであるが，今は農の星のやうに畠と畠の間に一軒二軒と残って居る。昔
風の黒いシタミや白い壁や大きい栗の木や柿の木や井字形の井戸側や疎らな生垣からは
古い縁側に低い庇，文人画を張った襖なども明かに見透された。夏の日など其処を通る
と，垣に目の覚めるやうな憶い薔薇が咲いて居ることもあれば，新しい青簾が縁側にか
けてあって，風鈴が涼しげに鳴って居ることもある。秋の霧の深い朝には，桔桿のギイ
と鳴る音がして，窃子の黄ろいのが垣から口を開いて居る。琴の音などもをりをり聞え
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（376～377ページ　行田）
　熊谷の町はやがて其瓦屋根や煙筒や白壁造の家などを広い野の末に顕はして来る。熊
谷は行田とは比較にならぬほど賑かな町であった。家並も整って居るし，富豪も多い
し，人口は一万以上も透り，中学校，農学校，裁判所，税務管理局なども置かれた。汽
車が停車場に着く毎に，行田地方と妻沼地方に行く乗合馬車が各自に客を待受けて，町
の広い大通りに9刺夙の音をけたXましく滋らせてガラガラと通って行った。夜は商家に
電気が点いて，小間物屋，洋物屋，呉服屋の店も晴々しく，料理屋からは陽気な三味線
の音が賑かに聞えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（385ページ　熊谷）
秋の情景も，これまた描写されている。
　……秋は半ば過ぎてもまだ暑かった。発戸の村はつれの八幡宮に来ると，生徒はばら
ばらと駆け出して其裏の土手に馳せ上った。先に登ったものは，手を挙げて高く叫ん
だ。ぞろぞろと眼いて登って行って手を挙げて居るさまが，秋の晴れた日の空気を透し
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て疎らな松の間から見えた。其の松原からは利根川の広い流が絵を展げたやうに美しく
見渡された。
　弥勒の先生達はよく生徒を運動に此処へつれて来た。……平凡なる利根川の長い土
手，其中で此処十町許りの間は，松原があって景色が目覚める貼り美しかった。ひよう
松もあれぼ小松もある。松の下は海辺にでも見るやうな綺麗な砂で，処々小高い丘と丘
との間には，青い草を下草にした絵のやうな松の影があった。夏は其処に色の濃い撫子
が咲いた。白い帆がそのすぐ前を通って行った。　　　　　　　　（431～432ページ）
　秋は日に日に深くなった。寺の境にひよう長い榛g林炉あ？下，其の向うの野の黄く
熟した稲には，夕日が一しきり明るく射した。鴻の巣に通ふ県道には，薄暮に近く，空
車の通る音がガラガラといつも高く聞える。……　　　　　　　　　　（434ページ）
　朝露の深い朝もあった。野は秋漸く逝かんとしてまた暑きこと一二日，柿赤く，蜜柑
青しと，日記に書いた日もあった。秋雨は次第に冷かに，漆のあかく色附いたのが裏の
林に見えて，前の銀杏の実は葉と共に頻りに落ちた。掃いても掃いても黄い銀杏の葉は
散って積る。……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（435ページ）
　……学校からの帰途には，路傍に尾花に夕日が力弱く射して，蓼の花の白い小川に色
ある雲が映った。かれは独歩のrむさし野』の印象も更に新しく胸に感ぜざるを得なか
った。……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（436ページ）
　やがて季節は秋から冬へと移りかわる。その描写は，「木枯の吹き荒れた
夜の朝は，楢や栗の葉が本堂の前の其処此処に吹溜められて居る。銀杏の葉
はすっかり落ち尽して鐘楼の影が何となくさびしく見える。十一月の末には
手水鉢に薄氷が張った。」（443ページ）であり，「初冬の暖かい日は次第に少く
なって，野には寒い寒い西風が吹立つた。日向の学校の硝子に此間まで蝿が
ぶんぶん飛んで居たが，それももう見えなくなった。田の刈った跡の氷が午
後まで残って居ることもある。黄く紅く色附いた楢や榛や栗の林も連日の西
風に二葉ががらがらと散って，里の子供が野の中で，それを集めて焚火など
一36一
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をしてみるのをよく見かける。……」　（445～446ページ）である。
　そして，この北関東の冬のすさまじさを，「行田から羽生に通ふ路は，吹き
さらしの平野のならひ，顔も向けられないほど西風が烈しく吹荒んだ。日曜
日の日の；暮れ暮れに行田から帰って来ると，秩父の連山の上に富士が淡墨色
に分明と出て居て，夕日が寒く平野に照って居た。」（447～448ページ！，「……
西風が毎日のやうに関東平野の小さな町に吹き’暴れた。……」（455ページ），
「……一夜，凧が吹荒れて，雨に交って震が降った。父と母と清三とは炬燵
を取巻いて戸外に荒るX凄じい冬の音を聞いて居たが，……」（455ページ），
「熊谷に出懸けた日は三十日目，西風が強く吹いた。……」（457ページ），「冬
は愈々寒くなった。昼の雨は夜の箕となって，あくれば校庭は一面の雪，早
く来た生徒は雪達磨を持へたり雪合戦をしたりして騒いで居る。美くしく晴
れた軒には雀が喧しく百弊をして居る。雪の来た後の道路は泥津が連日乾か
ず，高い足駄も何うかすると埋って取られて了ふことなどもある。乗合馬車
は屋根の覆まではねを上げて通った。」（466ページ），などと描いている。
4　『田舎教師』における北埼玉地方の農村事情
　（1）　北埼玉地方の農村
　以上は，この北埼玉地方の自然・風物についての描写を季節を迫って書き
出したものである。ついで，農業や農民の生活をめぐる描写を書き出してみ
よう。
　まず，このあたりの農村の訳柄である。
　校長の語る処によると，此三田ヶ谷といふ地は村長や子弟の父兄の権力の強い処で，
その揖を取って行くのが中々難かしさうである。それに人気も余り好い方ではない，面
戸，上村需，下村君などといふ利根川寄りの村落では、青縞の賃機が盛んで，若い男や
女が出入するので，風俗も何うも悪い。七八歳の子供が卑狽極まる唄などを覚えて来て
一37一
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それを平気で学校で唄って居る。『私が此処に来てから，もう三年になりますが，其時分
は生徒の風儀はそれは随分酷かったものですよ。初めは私もこんなところにはとてもっ
とまらないと思った位でしたよ。今では，それでも大分よくなったがな，』と校長は語っ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（330ページ）
　農家の様子については，「路の畔に軒の傾いた小さな百姓家があって，壁
に鋤や梨や古い簑などがかけてある。髪の乱れた肥った曝が柱に免り懸っ
て，今年生れた赤児に乳を飲ませて居ると，亭主らしい髭面の四十男は雨に
仕事が出来ぬのを退屈さうに，手を伸して大きな欠をして居た。」　（332ペー
ジ）などとかいまみている。
農作業に関しては，秋の農繁期のあわただしい様子の描写がある。
　晴れた日には，農家の広場に唐箕が忙はしく廻った。野からは刈稲を満載した車が幾
台となく遣って来る。寒くならない中に晩稲の収穫を済まして了ひ度い。蕎麦も取って
了ひたい。麦も蒔いて了ひたい。百姓はかう思って皆t：　一一生懸命に働いた。十月の末か
ら十一月の初めに懸けては，もう関東平野に特色の木枯がそろそろ立ち始めた。朝毎の
霜は藁葺の屋根を白くした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（442ページ）
　小作人の小作米納入の状況も記されている。清三の下宿先の寺における小
作米の収納状況について，「寺の庫裡の入口の広場にも小作米が段々持ち込
まれる。豊年でも何とか理窟をつけてはかりを負けて貰ふ算段に腐心するの
が小作人の習ひであった。それにいつも夕暮の忙しい時分を選んで馬に積ん
だり車に載せたりして運んで来た。和尚さんは入口に出て挨拶して，先づさ
しで，俵から米を抜いて，それを明るい戸外に出して調べて見る。唱うもこ
んな米では仕方がないとか，彼処はこんな悪い米が出来る筈がないがとかい
ろいろ苦情を持出すと，小作人は小作人で，それ相応な申訳をして，何うや
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ら彼うやら押附けて帰って行く。豆を作ったものは豆を持って来る。蕎麦を
つくったものは蕎麦粉を納めに来る。r来年は一つ立派につくって見ますか
ら，何うか今年はこれで勘弁して頂き度い。』誰も皆なそんなことを言っ
た。」，そしてrr何うも小作人などと言ふものは仕方がないものですな，』と
和尚さんは清三に言った。」（443ページ），と記している。
　養蚕業はこのあたりでも普及していた。この養i蚕と面取引時の町の様子を
つぎのように記している。
　寺では慰みに蚕を飼った。庫裡の八畳の一と間は棚や莚で一杯になって，温度を計る
為の寒暖計が柱に懸け’られてあった。上さんが白い手拭を被って，朝に夕に裏の畑に桑
を摘みに行く。雨の降る日には，其晴間を待って和尚さんも一緒になって桑摘の手伝ひ
をして遣る。ぬれた緑の葉は勝手の広い板の間に山のやうに積まれる。それを小僧が一
枚々々拭いて居ると，和尚さんは傍で跡切包丁で丹念に細く刻む。
　蚕の上がりかける頃になると，町は俄に活気を帯びて来る。平生は火の消えた様に静
かな裏通りにも，繭買入所などといふヒラヒうした紙が張られて，近在から売りに来る
人々が多く集った。頬髪の生えた角帯の仲買の四十男が秤ではかって，それから莚へ
と，その白い美しい繭をあけた。相場は日毎に変った。銅貨や銀貨をじゃらじゃらと音
させて，景気よく金を払って遣った。料理店では三味線の音が昼から聞えた。……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4QO～401ページ）
　（2）　農村織物業の描写
　冒頭に「四里の道は長かった。其問に青縞の市が立つ羽生の町があった。」
とあるように，羽生は織物の市町であり，この地方は織物業が展開していた
ところである。この織物業についての描写をみよう。
　畑には漸く芽を出しかけた桑，眼もさめるやうに黄い菜の花，れんげや董や草の生え
て居る畔，遠くに杉や樫の森に囲まれた豪農の白壁も見える。
　青縞を織る音が処々に聞える。チヤンカラチヤンカラと忙しさうな調子が絶えず響い
一39一
40
て来る。時には四辺にそれらしい人家も見えないのに，何処で織っているのだらうと思
はせることもある。唄が若々しい調子で聞えて来ることもある。　　　　（333ページ）
　学校から村を抜けて，発戸に出る。青縞を織る機の音が其処にも此処にも聞える。色
の白い若い先生をわざわざ窓から首を出して見る機織女もある。……　　（431ページ）
　発戸は風儀の悪い村と近所から言はれてるる。埼玉新報の三面種にも屹度此村のこと
が毎月一つや二つは出る。機屋の亭主が女工を片端から姦して牢屋に入れられた話もあ
れば，利根川に臨んだ崖から，越後の女と上州の男とが情死をしたこともある，街道に
接して，だるま屋も二三軒はあった。　　　　　　　　　　　　　　　（476ページ）
　発戸の方に散歩をしだしたのは田植唄が野に聞える頃からであった。花が散ってやが
て若葉が新しい色彩を村に滋らした。路の角で機を織って居る女の前に立って村の若者
が何か饒舌って居ると，女は知らん顔でせっせと峻を運んで居る。機屋の前には機廻り
の車が一二台置いてあって，物干に並べて懸けた紺糸が初夏の美しい日に照されて居
る。藍の匂ひが何処からとなくプンとして来る。竹藪の蔭からやさしい唄が微かに聞え
る。
　加須街道方面とは全く違った感じをかれに与へた。彼方はしんとして居る。人気は乏
しい。娘なども余り通らない。概して活気に乏しいが，此方は何の家にも此の家にも糸
を繰る音と機を織る音とが間断なしに聞える。村から離れて，田圃の中に，飲食店が一
軒あって夕方など通ると，若い者が二三人屹度酒を飲んで居る。……　　（483ページ）
　以上の引用に示されるように，この羽生周辺は青縞織の生産地であった。
　　　　　　（15）
（第2図参照）この青縞とは，色染木綿，あるいは色木綿として分類される綿
織物の一種で，無地物である。この頃の一文書は，「色木綿ノ種類ハ紺木綿ヲ
主トシ納戸木綿，萌黄木綿等ニシテ，紺木綿トシテハ，埼玉県ノ青縞，愛
（15）この図は古島敏雄氏が作成されたものである。明治初期の経済構造の特質の吟味のた
　めに「明治7年府県物産表」にもとつく府県単位での検討から浮びあがる特定地域，北
　埼玉地方について，r武蔵国郡村誌』の村ごと記載によって，この地域の綿業地帯と市
　場圏の確定を意図されたもので，同氏の『資本制主義の発展と地主制』（1963年　御茶
　の水書房）の57～62ページにおける吟味の基礎となっている。
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　　　　　　　　比埼玉郡における綿業地帯と市場圏一1875（明治8）年頃一（古島敏雄氏作成）
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知県ノ紺木綿等其名著レ，納戸木綿ハ愛知県，萌黄木綿ハ三重県ヲ以テ主産
地トス。其他多クノ詐聴於テハ幾分ノ産出ヲ見ザルハナシ。要スルニ晒木綿
ハ白木綿及ビ縞木綿二次ギテ都鄙一般二需要多キ品種ナレバーノ重要ナル織
　　　　　　　　　　（1　6）物タルヲ失ハザルナリ」，としていて，埼玉県が青縞の生産をもって色木綿
の主要産地であることを示している。埼玉県の織物業に関する資料である
r埼玉県秩父絹白木綿織物業資料』は，この青縞について，これは紺無地，
または盲縞といい，初め，北埼玉郡騎西町方面に産し，また北足立郡，入間
郡の一部にもあるが，「現今主産地と見倣すべきは，北埼玉郡羽生町を中心
とし」，その附近一帯の主産地における「埼玉木綿織物同業組合」地区内の年
産額117万反（価格160余万円），「其産出ハ重二農家ノ副業二係リ」，羽生町を
主とし，加須，忍（行田），騎西等の買継商を経て東京，京阪，東北，名古屋
　　　　　　　　　　　　（17）に販売される，としている。
　この北埼玉郡の青縞生産の状況は，つぎのような資料によって知ることが
できる。
　第一は，当該の時期の官庁統計である。
　中央官庁統計である農商務統計は，早くから，織物業について，製造戸
数，職工数，織機数，生産高（数量・額）．を，府県別に記載している。ま
た，地方官庁統計である「府県統計書」も，多くの場合，同様，ないしそれ
に近いものを，郡別に記載している。r農商務統計表』によって，わが国織物
業における埼玉県の織物業の位置・特徴を明確にしたうえで，さらに，『埼
玉県統計書』により，他郡との比較のうちにこの北埼玉郡の織物業を検討し
ていくと，その特徴が明らかとなる。この詳細をここで検討することはさ
け，要点のみを記す。埼玉県は主要機業県の一つであるが，明治以降その地
（16）『愛知県主催第十回関西府県連合共進会審査復命書　下』明治43年　449ページ。
（17）『埼玉県秩父絹白木綿織物業資料』「青縞」1ページ。
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位を低下せしめているところである。手機を使用し，生産者の規模は最小規
模であり，かつ，問屋制家内工業のウェイトが高い。このように停滞的な機
業地である。北埼玉郡は，このような埼玉県の特徴を最も典型的に示す主要
機業地である。こころみに明治38年目ついてみると，この年の製造戸数
7139，その使用織機数8550，うち力織機はわずかO．59％の50台，職工数8831
人で，1戸あたり1．2台，1．2人である。職工ユ0人以上の「工場」はわずか5戸
で，それ以下の機業者（「家内工業」）は44，1％にあたる3141戸，そしてこの
両者とは異なって職元」に支配されている「賃織業」が3909戸で全体の5
4．6％を占めて最大である。「家内工業」は1戸あたり1．4台，1．4人で小さい
が，「賃二業」はユ．0台，1．0人という最小規模である。この「賃晶晶」を支配
する「織元」は90戸で，1戸あたり43．4戸の混織，43．4台の織機，46．2人目職工
を掌握していることになる。試織を支配するのはこの統計上の「織元」だけ
でなく「工場」「家内工業」にも少なくないが，いずれにしても有力織元が北
埼玉織物業の中軸なのである。北埼玉郡の織物業は，このように，問屋制家
内工業としての姿を典型的に示すところである。
　第二は，前掲織物業資料である。
　「生産ノ方法」において，これを「自営職」と「賃織」にわけ，前老につ
いては，当初は農閑期に行い農繁期には中止し，専門の機業家はなかった
が，明治20年頃より漸次専業者が生じ，明治42年6月調べで青縞製造者9947
戸，内専業者ト見ルベキモノ120戸（内工場1）で他は副業者である，として
いる。後者については，賃乱人約4千人，通常は出機業者が賃機人に糸を持参
し，製品は織糸渡しの際に蒐集する，6，7，8，10，11月は製織休止し，生産高は
平時の9割減，としている（前掲r埼玉県秩父絹白木綿織物業資料』21僧22ページ）。
さらに，これとは別に生産老の分類を行なっている。それは賃織二一出機業
老ヨリ整経シタル織糸又ハ整経セサル糸ヲ受ケ製織シテ工費ヲ得ルモノ，出
機二一下持ヘヲ為シ賃二二附シ下持三三口銭ヲ得ル者，内機業三一染場ヲ有
スル者ト否ラサル者トアリ，製織工賃二又ハ染工費ヲ得ル二二賃織こ附スル
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者，染業者一機業者ノ依托二二リ染糸スル者ト糸ヲ染テ販売スル者トアリ，
山鼠二二附スル者，以上である（同28～29ページ）。さらに，この染業者で賃織
の方法によって生産者とみなすべき者の生産高を総産額117万反中の12分の
1，糸商にして生産者とみなすべき者のそれは5万円である，としている（同
29ページ）。そして染業者，二二が生産に関係するようになったのは，紡績糸
の使用が盛んとなった時代，すなわち明治24，5年以降である，としている
（同30ページ）。
　なお，1工場のあることが記されているが，「自営職中最モ多ク機台ヲ有ス
ル者ハニ，三十台」（同35ページ）で，これは自家労働力ではとうていできず，
雇用労働者を必要とする。この点，「工女」について，当初は地元の者が多
かったが，明治30年以降専業家を生ずるに至って，他県から雇入れるように
なったが，それは「比較的低廉なる給金を以テ二三における徒食の少女を雇
ひ得るためなり」とし，一般機業家が雇入れる工女は，宮城地方4割，新淘地
方3割，そのほか3割である（同25ページ）。その雇入方法は，他府県の場合は募
集員を派遣して行ない，雇用契約は3～5年，年令は12，3～15，6才，給金は5～
20円位，普通旅費，雑費等は雇主が負担する。地元からの場合は比較的反織
契約が多く，通常1市5反織上げを限度とし，1力年給金20円内外，織増金給与
する。ともに給金の他，賄，諸雑費，仕着せを給する，としている（同26ペー
ジ）。
　第三は，経営帳簿資料である。
　機業家の記帳は，いまのところ発見されていない。ところで，上記の織物
業資料は，販売については，毎月5・10の日に上町・仲町隔番の市場取引と
し，問屋と機業家との取引関係は，問屋から条件をつけて製品を注文するよ
うなことはなく，資本を前貸することもない，永続的関係はなく，任意の買
継商店に持って行く，としている（同44ページ）。買継問屋は市日に機業者が
持参したものを買入れるのであるが，この買継問屋の買入帳があり，この買
入状況から生産者の状況を検討することができる。この詳細もここでは省略
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するが，大量出荷者の場合であれ，小量出荷者であれ，いずれも季節的変動
が大きく，その生産が季節的であることを推測せしめる。前者は賃織を支配
する織元，後者は独立性を保っている自営業者の生産状況を示唆するものと
　　〔ls）
いえる。
　第四は，聞取り調査である。
　岩瀬村の岡田伝次郎家の経営はつぎのごとくであった。1914（大正3）年の
大正博覧会の頃，盛同業組合の評議員をしていたが，当時同家の至高農家
220～230戸，その織機数は約300台であった。その範囲は岩瀬村のみな：らず，
周囲3～5里に及んだ。羽生の鼠講商店から原料糸を購入し，それを染色はじ
め一切の準備工程を行なった後，機廻りの車につけて市日の前日までに各農
家に配布し，同時に製品の回収を行ない，織賃を渡した。雇人は10人近くい
て以上の作業に従事せしめた。農閑期には，ユ市にユ000反を買継商のところ
へ持参した。ほぼ1町2反歩の耕地を所有していたが，これは家族および雇人
の飯米確保と農繁；期の織物生産高少時の労働力分散を目的としたものであっ
　た。つぎに，この地方最：大の織元といわれた手小林村神戸の小島二二家の場
合。明治5年糸三業を始めた同家は大正中期には二部農家！000戸であり，
12，3人の手代を雇用して，原料糸を購入して染色そのほかの一切の準備工程
を行ない，賃織に製品と引きかえに交付し，織賃を渡す。1二二農家の織上量
は平均100反で，生産量は年10万反に及んだ。織機は試織農家の所有である
場合が多かったが，購入して貸与する場合もあった。1000戸の二三農家は，
西は行田町から東は栗橋町まで，北は県境から南は鴻巣までにあり，自転車
と大八車で飛び回った。賃織は上層農家はやらず，主として下層の農家が行
なった。織賃は製品の出来，不出来によって決るが，なるたけ安く押えるよ
（18）この帳簿による検討の詳細については，神立春樹『明治期農村織物業の展開』1974年
　　東京大学出版会　の第2章に記してある。
（19）小島平朔家における聞取り（1961年5月）。
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うにした。賃織の方も寸足らずの物をつくったり，糸を掠めたりした。1000
戸の賃織のうち6割は固定した関係にあったが，他の4割はそうではなかっ
た。甲唄農家を確実に把握し固定することが，織元にとって重要であった。
大正12，3年頃，3～4町歩の耕地（うち1町5反ほどは桑園）を所有したが，岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（zo｝田家と同様に飯米確保と労働力分散を目的にしたものであった。
　これらによってその存在形態は一定程度明らかとなったが，しかし，つぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）の描写はその姿を具体的に描出しているといえる。
　発心には機屋が沢山あった。最戸に百反以上町に持って出る家が砂くとも七八回分あ
る6勿論機屋と謂っても軒をつらねて部落を為して居る訳ではない。鳥渡見ると，普通
の農家とあまり違って居ない。蚕豆，簑碗豆の畑が周囲を取り巻いて居て，夏は茄子や
胡瓜が其処等一面に出来る。玉蜀黍の広葉もガサガサと風に靡く。
　けれど家の中に入ると，様子が大分違ふ。藍瓶が幾つとなく入口の向うにあって，其
処に染工職人がせっせと糸を染めて居る。白い糸が山のやうに積んであると，捌口で雇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
人が頻りにそれを選分けてみる。反物を入れる大きな戸棚も見える。
　前の広庭には高い物干竿が幾列びにも順序よく並んで居て，朝から紺糸がずらりと其
処に干しつらねられる。糸を繰る座繰の音が瞭雨のやうに彼方此方からにぎやかに聞え
る。
　機屋の周囲には，賃機を織る音が盛にした。
　あたりの村落のしんとして居るのに引きかへて，此処には活気が充ちて居た。金持も
多かった。他郷から入って来た若い男女も随分あった。　　　　　　（475～476ページ）
（2Q）岡田伝次郎家における聞取り（1961年5月）。
（21）花守の出生地館林は機業地であり，機業についての見聞は早くからのものと思われ
　る。さらに，「年譜」によれば，1864（明治17）年に「三姉かつよ，館林在の機業家小倉
　兼次郎に嫁す」とあり（『田山花時全集　新輯別巻』787ページ），また，1889（明治22）
　年，19才の8月，日光の帰り館林を訪れ，「三姉かつよの家で習作r秋の夕』を草す」と
　ある（同　787～8ページ）。
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5　『田舎教師』における時代的地域的特質
　丁丁は，「東京の三十年」で，この書について，「しかし，兎に角，一青年
の志を描き出したことは，私に取って愉快であった。r生』で描いた母親の肖
像よりも，即きすぎてみない故か，一層愉快であった。私は人間の魂を取扱
つたやうな気がした。一青年の魂を墓の下から呼起して来たやうな気がし
　　　　　　　　　た。」とのべている。弓袋にとって快心作であったが，多くの読者を獲得し
た。二二自身，同じこの「東京の三十年」で，「関東平野の人達の中には，こ
のr田舎教師』を手にしてみるのを其処此処で見かけた。乗合馬車の中で女
教員らしい女が読んでみるのを見たこともあれば，こんな旅館にと思はれる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Z3｝やうな帳場に放り出されてあるのを見たこともあった。」と記している。
　片岡良一氏は，「『田舎教師』の世界」において，この書が作老を代表する
傑作の一つとなっているのみでなく，自然主義文学全体から言ってもその絶
頂期を代表するものの一つとみられており，「そういう評価が生れたのは，
まずそこに描かれている題材が，当時として極めて意義深く示唆的なものを
含んでいたからであった。」として，それは「閉じきられた自我の悲劇にとも
なう生の味い」という自然主義文学の最も典型的な問題に触れるものであ
る，とする。そして，そういう中心的な題目を浮上させるために，作者の平
面描写が謡えたものは「かなり多様に且つ微妙なところまで行っている」，
とする。それは，「主人公の生を閉塞する暗い家の問題」，さらに，「そういう
個人的な悲劇相のも一つ奥に，せっかく昂揚しかけた浪漫主義思潮の退潮と
いう，この時代全体としての最も悲劇的な問題」が，描き出されているとし
て，さらに「没落する家の悲劇を背負った主人公の生の暗さは，そういう云
（22）『田山花袋全集第15巻』655ページ。
（23）『田山花袋全集第15巻』654ページ。
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わば閉じられた時代の悲劇性を重ね合わせることによって，更に倍化されて
　　　　　　　　　　　　　en）いるのである。」と記している。
　青野季吉は，より端的に，「……花袋はその時代の青年のタイプを描こう
としたのであって，単に一田舎教師の生涯を描こうとしたのではなかった。
ただ一田舎教師の悲劇的な生涯を平面描写的に描いて行けば，そこにおのず
から時代の青年のタイプが現われると考えたのである。しかし弓袋の意図が
そこにあったところがら，その田舎教師の悲劇を浮彫にするために，時代的
背景に眼をくばり，その時代にようやく濃厚となった資本主義社会の基本的
な矛盾の一端にも触れ，時代の悲劇性をも反映していることは，この長篇に
あって特に重要な点である。この田舎教師の一青年は，彼の資質の問題はそ
れとして，やはりいわゆる時代の犠牲の一人だったのである。」と述べてい
　（25）
る。
　このように，この時代性を的確に把握したものとして高く評価されるが，
しかし同時に，皇嫡孫誕生の児童への告知（363ページ），陸軍の機動演習
（434ページ），天長節の式とその後の祝宴（440～442ページ）・，日露開戦・旅順仁
川の海戦（537～538ページ），などにおける叙述については，片岡良一氏は，花
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca6）袋の無批判性をとりあげ，花袋の時代認識の限界を指摘している。
　この書の地域的特質については，第3節，第4節でみたように北関東農村の
自然と風物をみごとに描写し，農村事情の一端を的確に描写している。こと
にここ北埼玉の農村織物業の状況を描写している。その描写は当該の時期の
実態を把握するうえでの貴重な資料となるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1987年2月28日）
（24）片岡良一「解説」：「『田舎教師』の世界」『田舎教師』（春陽堂文庫）　1949年越春陽
　堂265～268ページ。
（25）青野季吉「解説」r現代日本文学全集9　田山花翔集』　1955年　筑摩書房　418ペー
　ジ。
（26）（24）と同一書　268ページ以下。
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